
富良野市今後の市街地整備のあり方に関する検討会

令和元年８月２１日

富良野市の官民連携による中心市街地の活性化について

令和元年9月12日 富良野市経済部中心街整備推進課



１

富良野市北海道富良野市とは

富良野市の概要
●位置・地勢

富良野市は、北海道上川総合振興局管内の南部に位置し、北緯４３度０９
分２４秒～４３度２４分０５秒、東経１４２度１６分１７秒～１４２度４０
分４０秒、東西約３２．８㎞、南北約２７．３㎞で北海道のほぼ中心に位置
する「へそのまち」であり富良野盆地の中心都市である。総面積は、600.71
㎢で、東方に大雪山系十勝岳、西方に夕張山系芦別岳がそびえ、南方には千
古の謎を秘めた天然林の大樹海（東大演習林227.66㎢ ）があり、市域の約７
割が山林という恵まれた自然環境にある。

人 口：２１，６５０人

世帯数：１０，９１７世帯

農業産出額：約１７０億円

観光入込数：約１９２万人



２

富良野市観光都市『ふらの』

Ｓ56「北の国から」連続ドラマ放映
Ｓ57「北の国から‘８３冬」
Ｓ59「北の国から‘８４夏」
Ｓ62「北の国から‘８７初恋」
Ｈ1 「北の国から‘８７初恋」
Ｈ2 「北の国から‘９２巣立ち」
Ｈ7 「北の国から‘９５秘密」
Ｈ10「北の国から‘９８初時代」
Ｈ14「北の国から2002遺言」
Ｈ17「優しい時間」
Ｈ20「風のガーデン」

TVドラマ「北の国から」で始まる富良野三部作による
観光地「ふらの」の確立



事業面積 ４．２ｈａ

富良野市富良野駅前地区開発事業

３
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富良野市平成19年5月 北海道社会事業協会富良野病院移転

移転後の協会病院

病院移転に伴う二千坪の空き地

国道38号線

五条商店街



病院移転に伴い周囲に空き地・未利用地が大量発生

富良野市病院の移転後が大きな行政課題に
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富良野市中心市街地の問題として

商店街の衰退
（売り上げ減・後継者難→店舗の減少・にぎわいの喪失）

空地・未利用地の増大（地価の下落）
まちなか居住人口の減少（コミュニティの崩壊）etc

負の連鎖による
中心市街地の魅力喪失

まちの顔であるべき中心市街地が
元気にならなければ未来が開けない！



中活計画の基本コンセプト「ルーバン・フラノ」構想

※『ルーバン』＝「ルーラル（田舎）」と「アーバン（都会）」を組み合わせた造語

田園と都市の両方の良さを併せ持つ、ちょっとおしゃれな田舎町
を自分たちの手でつくり上げよう！

富良野市「ルーバン・フラノ」

ルーバンフラノ構想の2大テーマ

①経済のパイの拡大

「まちなかにぎわい空間」の創出で観光客を取り込み、
まちなかを活性化＝地域経済の底上げ

②富良野流コンパクトシティ

歩いて暮らせる利便性と機能性に富んだ、魅力的な
中心市街地づくり
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まちづくり会社を中活事業の推進母体に
• まちづくりをサステナブルなものにするためには、事業推進母体が収益をあ

げることが必須条件

• 公的性格を有するまちづくり会社が、国の補助金や制度資金の受け皿となり、
事業主体となってまちづくりを推進する

• まちづくり会社は複合施設のオーナーとなり、リーシング収入や売り上げ
マージン収入などで収益を上げながら、中心市街地の活性化事業に再投資、
中心市街地活性化に向けた開発事業を官民連携により継続的に行う

• 行政は、まちづくり会社を後方支援

積極的にリスクテイクするＴＭＯへと進化（ ３セクとの違い）

まち全体をマネジメントする公益的ディベロッパーとして

まちづくりをビジネスに！

富良野市民間を主役に
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中心市街地活性化基本計画① 富良野市



富良野市中心市街地活性化基本計画の事業概要

国道

イメージ

市民の意識向上による協働のまちづくり

市民が中心市街地の魅力を感じ、溢れる賑わいを実感することをめざし、各種事業に取り組んでいく。

共同住宅建設等の推進

①東４条街区地区市
街地再開発事業
商業施設（フラノマル
シェ２等）や許認可保
育、高齢者マンション
等を集積し、歩いて用
がたせる利便性に富
んだ市街地を創出。

②富良野市東５条３丁
目街区地区市街地再
開発事業
老朽化した既存商業店
舗の再集積に合わせ、
金融機関及び行政サ
ービス施設を誘致。

③まちなか共同住宅建設
事業
子育て世代を入居対象と
した共同住宅。

④サービス付き高齢者向
け住宅建設事業
前期計画事業で入居でき
なかった希望者の需要
に応じ、新たに建設。

新規出店舗誘致による商業集積

○まち歩き周遊ガイドマップ事業
観光客向けに「まちめぐりマップ」等、多彩な情報
を提供。
○商店街魅力アップ事業「まちゼミ」
商工会議所が商店主を対象に「まちゼミのための
実践セミナー」を開催し、ファン（常連客）を増やす
ことを目標に実施。

①【再掲】東４条街区地区
市街地再開発事業

②【再掲】富良野市東５条
３丁目街区地区市街地再
開発事業

滞留拠点施設整備とまちなか情報の発信による回遊促進

⑤サンライズ・パーク（仮称）開発事業
商店街に隣接した場所に、大型バスも駐車できる「まちなか駐車場」を配置。
⑥まちなかパーク＆ライド事業
「まちなか駐車場」に隣接し、高齢者、観光客に電動三輪車、自転車を提供。
○富良野イベントコーディネート事業
ふらのまちづくり㈱が各種商店街事業及び各種イベント事業をトータル的にコーディネー
トし、市民・マスメディアへの広報・ＰＲ活動により、来街者を増やし、回遊を促進させる。

：中心市街地

：新計画エリア

：回遊想定範囲

新計画エリア：約３０ha

フラノマルシェ

①

④

⑤
⑥

ふらの広場

「北の国から」資料館

富良野市中心街活性化

センター（ふらっと）

富良野市役所

富良野小学校

図書館

※イメージ

※イメージ

※イメージ
※イメージ

※イメージ

「ギャラリーロード」

③ ②

中心市街地活性化基本計画② 富良野市
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富良野市

工事名称 フラノ・マルシェ開発事業（平成２１年度 経済産業省戦略的中心市街地商業等活性化支援事業）

所在地 富良野市幸町１３番

施設の目的 中心市街地に観光客の取り込み拠点を作り来街者を増やし、「まちなか観光」の情報機能を充実させ、
商店街と連携をはかりながら街中回遊を促進し歩行者数の増加を目指し、中心市街地全体の活性化に
つなげることを目的としている。

構造・規模 Ｓ造平屋建て ２棟（３軒）
屋 根 ガルバリュウム鋼板防水
外 壁 ガルバリュウム鋼板張り
敷地面積 ６，６３４．１６㎡
延べ床面積 １，３３６．０１㎡ （事務室 ５３．５５㎡ 含む）

駐車場 普通乗用車 ９３台（車いす使用者用駐車場２台）・駐輪場

事業費 施設整備費 ２７９，８２５，０００円 （※内装工事及び備品を除く）
（１）フラノ・マルシェ建設工事（建築） ２４４，６５０，０００円
（２）フラノ・マルシェ建設工事（外構） ３５，１７５，０００円

財源内訳 国庫補助金 １３０，４６３，１７０円
金融機関貸付金 １４５，０００，０００円
自己資金 ４，３６１，８３０円

フラノマルシェの概要
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富良野市フラノマルシェの機能＝「まちの縁側」滞留拠点として
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富良野市フラノマルシェの入込数及び売上高の推移

年度 入込数 売上高

2010年度 55万5千人 4億92百万円

2011年度 66万8千人 5億12百万円

2012年度 74万5千人 5億11百万円

2013年度 79万5千人 5億53百万円

2014年度 85万1千人 5億90千万円

2015年度 118万1千人 7億33百万円

2016年度 121万4千人 7億27百万円

2017年度 122万2千人 7億34百万円

2018年度 120万5千人 7億24百万円
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富良野市東４条街区地区市街地再開発事業（通称 ネーブルタウン）

フラノマルシェ

ネーブルタウン
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富良野市東４条街区地区第１種市街地再開発事業（社会資本整備総合交付金）

施行者
ふらのまちづくり株式会社

事業面積 約１.７ｈａ
事業期間

平成２１年６月～平成２７年３月
総事業費 ３，０３２，８３７千円
工事概要
【１街区】
店舗併用住宅７棟
【２街区】

複合商業施設・認可保育所・店舗
併用住宅１棟
【３街区】

介護付き高齢者賃貸住宅（保育機
能付）・内科クリニック・調剤薬局・
住居専用住宅１棟



商業・賑わいゾーン

医療・福祉ゾーン

富良野市歩いて暮らせる利便性の高いまち＝生活街
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富良野市全天候型市民交流空間（公共的空間？）

年 度 イベント総数 内公共的イベント数 来場者総数

平成27年度 39回 6回 8,335人

平成28年度 49回 14回 21,407人

平成29年度 43回 9回 14,996人

平成30年度 42回 11回 18,000人
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富良野市コンシェルジュフラノ整備事業①

「旧三番舘ふらの店」の空き店舗ビ
ルをリノベーションし、「観光・滞在・
食」をテーマとするおもてなしの複合
施設「フラノ・コンシェルジュ」を平成
30年6月に開設。
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富良野市コンシェルジュフラノ整備事業②



富良野市地価６年連続上昇

《2019年路線価》
・官民協働まちづくりの評価
・賑わいの形成
・今後への期待度？

対前年比2.7％上昇

過去6年間の上昇額9,000円
上昇率31%

まちづくりの効果 富良野市
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中心市街地活性化に向けた役割分担

まちづくり㈱

イニシャルコス
トへの支援（補
助金等）

商工会議所

国

ランニングコスト
への支援 （市補
助金等）

富良野市

各種ソフト事業
への支援（補助
金等）

域内消費拡大に
対する支援 （補
助金等）

商品開発等
への支援

・新規創業者の増加
・空き店舗の解消
・会員の増加など

・地価の維持
・雇用創出など

富良野市富良野流官民協働のスタイル
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（エリアマネジメントの展開事例）富良野市中心市街地

地元経営者等を中心とした「まちづくり会社」主導により、まちづくりの構想実現に向け、官民連携
でエリアマネジメント的かつ戦略的な連鎖まちづくりをハード・ソフトの両面で展開

///富良野市の現状と課題
・観光施設の多くが周辺郊外地に位置することから、街なかへの観
光
客流入が少なく、中心市街地の賑わいへの影響は限定的

・市街地の拡大・郊外化に伴う商業機能の衰退に加え、H19の街なか
の病院の郊外移転で、更なる市街地衰退が懸念

///まちづくりの経緯と構想実現に向けた活動
・病院の郊外移転を契機とし、まちづくり会社や商工会議所を中心とした「中心市街地
活
性化協議会」で、民間主体による中心市街地活性化基本計画原案を策定（ﾙｰﾊﾞﾝﾌﾗﾉ構想）

・まちづくり構想実現に向け、まちづくり会社主導により、戦略的なまちづくりを展開
・上記協議会構成員および富良野市は、事業実施後の現在も10年以上にわたり、今後の
まちづくりについて、協議・調整を継続

①富良野駅前地区再開発
…再開発会社施行再開発

②フラノマルシェ事業
…病院跡地利用により「まちの滞留拠点」を創出
（市がまちづくり会社に地貸し）

③東４条街区地区再開発（ネーブルタウン事業
） …まちづくり会社の個人施行再開発

④フラノコンシェルジュ事業
…まちづくり会社による百貨店撤退後の空きビル

コンバージョン事業

⑥東５条３丁目地区再開発
…更なる再開発事業の検討

≪病院の郊外移転（H19.5）≫

≪百貨店の撤退（H28.3）≫

⑤サンライズパーク事業
…富良野市が大型バスにも対応した駐車場整備

H18.12

H22.4

H27.6

H30.6

(予定)

///まちづくりの効果
・中心市街地の路線価の上昇（H25:29,000千円／㎡⇒H30:37,000千円／㎡） ， まちなか歩行者通行量（H26:2,690人⇒H29:3,790人）
・小売店舗数の増加（H26:149戸⇒H29:162戸） ， 富良野市への観光入込客数（H22:240,137人⇒H29:592,129人）

ま
ち
づ
く
り
会
社
（ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
）

一部施設の指定管理
（健康増進施設）

施行・運営

施行・運営（一部店舗等）

施行・運営

検討

○

活用

（時系列）
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